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平成 30 年度 環境技術実証事業 自然地域トイレし尿処理技術分野 

第 6 回技術実証検討会 ［議事要旨］ 

日時 平成 31 年 2 月 12 日(月)	 14：00～16：30	

場所 港区生涯学習センター（ばるーん）304 学習室	

出席者 ■技術実証検討委員	

伊与	 亨	 北里大学医療衛生学部	講師	

河村	 清史	 元	埼玉大学大学院理工学研究科	教授	

桜井	 敏郎	 (公社)神奈川県生活水保全協会	理事	

藤森	 周二	 株式会社ふじもり代表取締役	

	

■環境省	

棚原	 宣継	 自然環境局	自然環境整備課	施設専門官	

	

■実証運営機関	

星野	 ちさと	 一般社団法人産業環境管理協会	

	

■試料採取・分析・解析機関	

濱中	 俊輔	 	 （公財）日本環境整備教育センター	調査・研究グループ	調査・研究第 2チーム	

澤村	 尚吾	 	 （公財）日本環境整備教育センター	調査・研究グループ	調査・研究第 2チーム	

高橋	 悟	 	 （公財）日本環境整備教育センター浄化槽システム国際協力センター兼調査・研究グループ	調査・研究第 2チーム 	

	 	

■実証機関	 （特定非営利活動法人日本トイレ研究所）	

松本	 彰人、	

申請者 株式会社栃木日化サービス	 岩井	 満	

	

議事 １．第 5 回実証検討会	 議事要旨（案）	

２．実証試験計画書について		＜非公開＞	

３．実証結果報告書について		＜非公開＞	

４．自然地域トイレし尿処理技術セミナーについて	

	

配布資料 資料１	第 5 回技術実証検討会	 議事要旨（案）		＜非公開＞	

資料２	実証試験計画書（案）株式会社栃木日化サービス	＜非公開＞	

資料３	実証結果報告書（案）株式会社栃木日化サービス	＜非公開＞	

資料４	第 9 回	自然地域トイレし尿処理技術セミナー	 開催案内案	

公開/非公開 議事は非公開で行われた	
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[議事要旨] 

○開会  
○議事 1  第 5 回実証検討会 議事要旨（案）について<資料 1> 

前回（第 5回検討会）を振り返り、報告を行った。	

報告書の進捗状況によっては 2月 25日のセミナー前に検討会を行う可能性があることを言及した。（事

務局） 

 
 
○議事 2  平成 30 年度 実証試験計画書について（非公開）<資料 2> 

実証試験計画書の記載方法について確認を行った。	

 
	

○議事３ 実証結果報告書（案）について（非公開）<資料 3> 
実証結果報告書について、日本トイレ研究所および試料採取・分析・解析機関である日本環境整備教育

センターより報告を行なった。	

	

	

○議事４ 自然地域トイレし尿処理技術セミナーの検討<資料 4> 

セミナーについて現状の報告を行った。内容は以下に示す。	

プログラムの中で未確定であった実証講座の発表者は山小屋からのニーズを取り扱うため、検討委員で

ある藤森氏、福島氏（富士山御殿場口赤岩八合館）および五十嶋氏（五十嶋商事有限会社）が行う。ま

た実証事例の報告では、29年度に実証を行った有限会社Mファイン技術サービスより行う。（事務局） 

 
参加者は検討会開催の時点で 30 名程度である。内訳としては自治体・山小屋・自己処理型トイレメー

カーが主である。（事務局） 

	

セミナーの案内と同封して自治体へ行っているアンケートは 66 件の回答があった。（事務局）	

	

	

○その他 

今後のスケジュールについて、検討会は今回が最終であり、今後の報告書のやりとりについてはメール

にて連絡を行うこととなった。 
以上 


